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赤い羽根福祉基金　

①「
盛
和
塾 
就
職
活
動
応
援
助
成
」

　
助
成
総
額
4
7
0
万
円　

助
成
対
象
者
47
名

　

大
学
や
専
門
学
校
等
に
進
学
し
た
児
童
養
護
施

　

設
退
所
児
童
の
就
職
活
動
時
の
生
活
費
や
就
職

　

活
動
に
必
要
な
物
品
の
購
入
費
、交
通
費
等
に
係

　

る
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

②「
盛
和
塾 

手
に
職
つ
け
よ
う
応
援
助
成
」

　

助
成
総
額
5
4
0
万
円　

助
成
対
象
者
54
名

　

国
家
資
格
等
の
取
得
を
目
指
し
て
、大
学
や
専
門

冠基金のご報告

　皆様の応援には本当に感謝してもしきれ

ません。経済的支援は夢を追いかける者に

とってとても貴重な助けになります。自分

は大学で様々な力を身に付け国家試験も合

格しました。春から同じ境遇にいる子ども

達の支援を行う仕事に就きます。今まで支

えていただいた全ての方々へ恩返しの気持

ちを込めて頑張ります。

　

2
0
1
9
年
末
に
解
散
し
た
京
セ
ラ
株
式
会
社
の
創

業
者
で
あ
る
稲
盛
和
夫
氏
の
私
塾「
盛
和
塾
」か
ら
の
ご

寄
付
を
財
源
と
し
て
、児
童
養
護
施
設
の
退
所
者
に
対

す
る
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、盛
和
塾
か
ら
の
ご
寄
付
を
赤
い
羽
根
福
祉

基
金
で
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
、稲
盛
和
夫
氏
が
こ

れ
ま
で
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
児
童
養
護
施
設
の
設
立

な
ど
、社
会
的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
の
た
め
の
活
動

の
想
い
を
受
け
、児
童
養
護
施
設
の
退
所
者
で
、高
校
卒

業
後
に
自
活
し
な
が
ら
学
び
続
け
、就
職
し
て
社
会
に

出
よ
う
と
す
る
若
者
へ
の
支
援
活
動
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
し
た
も
の
で
す
。2
0
1
9
年
度
に
は
次
の
３
つ
の

助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

学
校
に
進
学
し
た
児
童
養
護
施
設
退
所
児
童
の

　

国
家
試
験
受
験
に
か
か
る
費
用
や
、教
材
費
、実

　

習
費
等
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

③「
盛
和
塾 

リ
ス
タ
ー
ト
応
援
モ
デ
ル
助
成
」

　

助
成
総
額
2
7
0
万
円
／
年　

助
成
先
５
施
設
・

　

組
織

　

児
童
養
護
施
設
を
退
所
後
、就
職
し
た
児
童
が
諸

　

事
情
に
よ
り
離
職
し
た
際
に
、再
就
職
に
向
け
金

　

銭
支
援
も
含
め
た
伴
走
型
の
相
談
支
援
を
行
う

　

モ
デ
ル
助
成
事
業
を
2
0
2
0
年
度
ま
で
の
２

　

か
年
に
わ
た
り
行
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
度

ご
寄
付
額 

５
億 

7
，5
7
4
万
円

　赤い羽根福祉基金では、企業・団体等から寄

付をいただき、その名を冠した「冠基金」のプロ

グラムにより特定の社会課題を解決する団体

へ助成する事業を行っています。

　2019年度は、３つの冠基金を実施し、最先端

の社会課題に取り組む活動の助成プログラム

を行いました。

1
0
1
名
の
児
童
養
護
施
設

退
所
者
を
支
援

「
盛
和
塾 

社
会
人

定
着
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の

取
り
組
み

助成を受けた若者の 声
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　昨今、子どもたちの貧困のほかに、多世代にわ

たる孤立、孤食についても、大きく課題となって

います。

　そこで、助成していただいたお金や物品を活用

させていただき、子どもたちをはじめ多様な世代

が、「食」を通してコミュニケーションをはかれる、

楽しい居場所にしていきたいと考えています。　

　このたびは、誠にありがとうございました。

2
0
1
9
年
度1

1
4
か
所
の
こ
ど
も
食
堂
、

４
か
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
援

■ 

ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社

「
こ
ど
も
た
ち
の

明
る
い
未
来
づ
く
り
基
金×

赤
い
羽
根
福
祉
基
金
」の
取
り
組
み

ご
寄
付
額  

2
，5
0
0
万
円

　企業から本業、人材、インフラ、施設、ネットワーク等のリ
ソースを提供いただく協力事業を実施しました。
　具体的には、株式会社NTTデータのサービスデザイン
領域におけるデザイナー集団の新ブランド「Tangity
（https://tangity.design/）」により、NPOの支援活動内容
のさらなる向上と継続を目的とし、本基金の助成先団体の
フォローアップ活動の一環として、実施しました。
　同社が講座を企画実施し、企業の顧客ニーズの発見力や課
題設定から解決へつなげる手法を、8団体が同社の社員とと
もに学ぶ機会となりました。

　

ア
サ
ヒ
飲
料
株
式
会
社
で
は
、全
社
を
挙
げ
て
取
り
組

む「
三
ツ
矢
」の
日（
３
月
28
日
）・「
カ
ル
ピ
ス
」の
誕
生

日（
７
月
７
日
）に
関
連
し
た
店
頭
で
の「
三
ツ
矢
」ブ
ラ

ン
ド
・「
カ
ル
ピ
ス
」ブ
ラ
ン
ド
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
、

こ
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
づ
く
り
の
た
め
に
寄
付
す
る

全
社
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
度
の
全
社
運
動
は
、社
会
貢
献
の
要
素
を

も
た
せ
た
全
国
的
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
２

年
目
と
し
て
支
援

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
都
道
府
県
の
共

同
募
金
会
を
通
じ

て
、全
国
1
1
4
か

所
の
こ
ど
も
食
堂
、

及
び
こ
ど
も
食
堂
の

安
定
的
運
営
に
必
要

と
さ
れ
る
各
地
域
に
お
け
る
組
織
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

助
成
さ
れ
、運
営
基
盤
の
整
備
と
継
続
的
な
運
営
の
た
め
に

役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
あ
わ
せ
て
、同
社
の
製
品
の
物
品
寄
贈
も
行
わ
れ
、

「
カ
ル
ピ
ス
」や「
三
ツ
矢
サ
イ
ダ
ー
」を
囲
ん
で
、全
国
の

こ
ど
も
食
堂
に
こ
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声
が
響
き
渡
り
ま

し
た
。

　

同
社
に
は
、全
国
す
べ
て
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
協

力
組
織
の
あ
る
共
同
募
金
会
を
評
価
い
た
だ
き
、協
働
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ホカホカもぐもぐ食堂の活動者の 声石岡ハーモニーネット

■企業との連携による主な取り組み
～株式会社NTTデータとの協働による「サービスデザイン
講座」（2020年2月6日開催、25名参加）～
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　今回の助成事業によって、事業所の専門性をさらに

高め、施設機能を地域に開放し、地域課題に取り組むこ

とができるようになりました。地域の中で生きづらさ

や働きづらさ、疎外感を持ちながら生活している方々

が、少しでも将来に希望をもって生きるためのきっか

けになればと考えています。

　今後も皆様の貴重なご寄付で整備した拠点をフルに

活用し、地域の課題に取り組んでいきたいと思います。

救護施設ナザレ園の職員の

2
0
1
9
年
度

■ 
株
式
会
社
福
祉
保
険
サ
ー
ビ
ス

ご
寄
付
額  
6
，0
0
0
万
円

救
護
施
設
等
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

機
能
強
化
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

16
施
設
を
支
援

　株式会社アルトナー（本社：大阪市北区）は、CSR活動
の一環として、地域の一員として次世代のモノづくりを
担う人材に対して、学会への参加や産学連携を通じた教
育支援も行い、「誰一人取り残さない」社会実現をめざし
ています。
　こうした趣旨に合致する活動へのご寄付として、本基
金助成事業における地域で困窮する子どもとその家庭に
対する支援を行う「豊島子どもWAKUWAKUネットワー
ク」の活動に対して100万円をご支援いただきました。

　

株
式
会
社
福
祉
保
険
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
ご
寄
付
を
財
源

と
し
て
、身
体
や
精
神
の
障
害
や
、何
ら
か
の
課
題
や
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
て
、日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難

な
方
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
救
護
施
設
に
対
し
て
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、救
護
施
設
に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機

能
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
り
、「
地

域
住
民
の
孤
立
防
止
を
目
的
と
し
た
サ
ロ
ン
の
開
催
」や

「
女
性
の
依
存
症
者
と
暴
力
被
害
者
の
受
け
入
れ
」な
ど
先

駆
的
・
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
を
行
う
16
施
設
に
対
し
て

助
成
が
行
わ
れ
、救
護
施
設
で
生
活
す
る
障
害
者
の
地
域

移
行
や
自
立
生
活
の
継
続
支
援
、地
域
の
生
活
困
窮
者
支

援
等
に
役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

声

     ～助成先団体のサポーター企業～

■ 「企業のCSRとつながるテーマ」によるご支援　


